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Tho succoss of your orop starts with the use
of hgh technology in seed treatment.
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KigEFE(kg) HEFE(ml) NEEFE(kg) TERE(ml)
1.0 1.0 1.0 1.5
10.0 10.0 10.0 15.0
20.0 20.0 20.0 30.0
30.0 30.0 30.0 45.0

XK © 1ml/fBF1kg INE L L5 ml/EF1kg
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BREE (kg/10a) =BT THE (g) x HMEEFE (£/10a) k= E0O0 0 #ERER (kg/10a) HEF & (ml/kg)
1,000
’ 2.0 5.00
=A(kg/10

(ke/102) 2.5 4.00

T2 b=V EAZE(ml/BEF1kg)= 10 ml/10a 3.0 3.33

2= A ml(kg/10a) 3.5 2.86

=X ml/ﬁ?lk 4.0 2.50
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=HAE : 20ml/10a FIREZ © 200~2501F (BF7KE : 4~5L/10a)
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	製品レンジ
	種子処理方法
	① 種子1kgに対する必要量を計算します。
	② 塗抹用の殺虫・殺菌剤と併用する場合は、ビーカー等で塗抹前に十分に混ぜます。
	③ 計量品をミキサーまたは肥料混和機にかけ、播種直前に塗抹処理します。
	④ 塗抹後、平らな場所に新聞紙等を広げ、種子をその上で十分に乾かしてください。
	⑤ トウモロコシで単位面積当たりの播種量が少ない場合は、種子１㎏あたりの塗抹量が、相対的に多くなり、より長い時間を乾燥に要します。
	※単独塗抹の場合は、籾の吸水性を考慮し、5～10倍程度に水で希釈して塗抹することもできます。
	※塗抹後の種子は、（5～20℃で保管し）およそ3週間以内に播種してください。
	高温過湿・長期の保管は発芽率の悪化を招きます。
	乾田直播水稲/小麦　施用量早見表
	トウモロコシ　施用量の計算
	播種量 (kg/10a) = 種子千粒重 (g) x 栽植密度(本/10a)
	1,000
	=A(kg/10a)
	サンストーン施用量(ml/種子1㎏)=            10 ml/10a
	播種量 A ml(kg/10a)
	=X ml/種子1kg
	トウモロコシ　施用量早見表

